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【昨日の市況概要】 公示仲値 112.24

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 112.26 1.1424 128.26 0.9589 1.3015 0.7687
SYD-NY High 113.48 1.1426 128.95 0.9643 1.3025 0.7695
SYD-NY Low 111.90 1.1355 127.89 0.9574 1.2932 0.7645
NY 5:00 PM 113.38 1.1364 128.87 0.9637 1.2934 0.7659

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 8.07/8.47 Δ25RR 0.835 Yen Call Over
NY DOW 21,479.27 129.64 債券市場 日本2年債 -0.1190 0.1bp         
NASDAQ 6,110.06 ▲ 30.36 日本10年債 0.0860 -             
S&P 2,429.01 5.60 米国2年債 1.4101 2.8bp         

日経平均 20,055.80 22.37 米国5年債 1.9316 4.3bp         
TOPIX 1,614.41 2.51 米国10年債 2.3499 4.6bp         

ｼｶｺﾞ日経先物 20,180.00 75.00 独10年債 0.4760 1.0bp         
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,377.09 64.37 英10年債 1.2640 0.7bp         
DAX 12,475.31 150.19 豪10年債 2.6680 1.3bp         【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ﾊﾝｾﾝ指数 25,784.17 19.59 為替市況 USD/CNH 6.7973 0.0166 　
上海総合 3,195.91 3.48 ドルインデックス 96.22 0.59

USDJPY 3M Vol 8.49 0.06% 商品市況 CRB指数 176.156 1.38
USDJPY 6M Vol 8.72 ▲0.06% NY金 1,219.20 ▲23.10
EURJPY 3M Vol 8.73 ▲0.04% WTI 47.07 1.03
EURJPY 6M Vol 9.25 0.01% Dubai Spot 47.59 0.99

　
　

【予想レンジ】
通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：濱・坂本

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されています
が、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断で
なさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想
7月3日 8:50 日 日銀短観 2Q - -

10:45 中 Caixin製造業PMI 6月 50.4 49.8

16:55 独 マークイット製造業PMI・確報 6月 59.6 59.3

17:00 欧 マークイット製造業PMI・確報 6月 57.4 57.3

17:30 米 ブラード・セントルイス連銀総裁　講演 - - -

18:00 欧 失業率 5月 9.3% 9.3%

22:45 米 マークイット製造業PMI・確報 6月 52.0 52.1

23:00 米 ISM製造業景況指数 6月 57.8 55.3

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回
7月4日 10:30 豪 RBAキャッシュレート - 1.50% 1.50%

10:30 豪 小売売上高(前月比) 5月 0.2% 1.0%
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海外時間はｱｼﾞｱ･欧州株式市場が堅調推移となりﾘｽｸｵﾝﾑｰﾄﾞとなる中､ﾄﾞﾙ円はｵｾｱﾆｱ時間安値の111.90から113.08まで上昇し､112.98ﾚ
ﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方発表された米6月ISM製造業景況指数が予想を大きく上回り約3年ぶりの良好な結果を記録し､内訳を見ると雇用項目
も2011年以降で2番目に高水準となったから､今週7日に控える6月雇用統計への期待感も高まる中､米金利上昇と共にﾄﾞﾙ買いが強まり､
ﾄﾞﾙ円は113.45まで上昇｡その後も米株が堅調に推移したことや､米国のﾘｸﾞ稼働数の減少が好感されWTI原油が続伸したことからﾄﾞﾙ円も
底堅く推移し､高値113.48まで上昇｡その後は米祝日を控える中113.40付近での狭い範囲での推移が続き､113.38ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡なお､
日中は｢ｲｴﾚﾝ議長､週末にﾛﾝﾄﾞﾝで入院し3日に退院｣との報道が出たが､市場の反応は限定的となった｡一方ﾕｰﾛﾄﾞﾙは軟調な推移となり､
1.1364ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡欧州時間の上値重い推移を引き継いだことや､良好な米6月ISM製造業景況指数の結果を受けて米金利が上昇す
る中､ﾕｰﾛﾄﾞﾙは安値1.1355まで下落｡この水準では下げ渋ったが､米金利が上昇する中ﾕｰﾛﾄﾞﾙはその後も1.13台後半での上値の重い推
移となり､1.1364ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡
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週末の東京都議会選挙で自民党が大きく議席を減らしたことを受けて国政への影響が警戒され､ﾄﾞﾙ円は週明けｵｾｱﾆｱ時間に安値111.90
をつけた｡しかし､その後は徐々に値を戻し､112円台を回復｡東京時間ｵｰﾌﾟﾝ直前に発表された本邦第2四半期日銀短観では大企業･製造
業DIがﾌﾟﾗｽ17と市場予想(同ﾌﾟﾗｽ15)を上回ったものの相場への影響は限定的｡斯かる状況下､東京時間のﾄﾞﾙ円は112.26ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし
た後､112円台前半で堅調に推移｡発表された中国6月製造業PMIが50.4と50を上回ったこともｻﾎﾟｰﾄ材料となった｡午後に入っても112円台
前半での推移が継続｡しかし､引けにかけては都議会選挙の結果を受けても逆に下値の堅さを確認する格好となったとの見方も出る中､米
金利が2.32%台まで上昇したことにも牽引され､ﾄﾞﾙ円は112.65まで上昇｡結局､112.55ﾚﾍﾞﾙで海外に渡った｡(東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､112.55ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡都議選に起因する政局不透明感等は､欧州時間では特段意識されず､一目均衡表が三役好転
(強い買いｼｸﾞﾅﾙ:転換線>基準線､現在のﾚｰﾄ>雲､遅行ｽﾊﾟﾝ>日々線)を示す中､堅調に推移｡5月17日以来の高値(113.08円)まで上昇し､
112.98円ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは1.3007ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ﾛﾝﾄﾞﾝ時間13時に予定される英中銀総裁の講演を控え､金融政策を巡る発言
を警戒し､ﾎﾟﾝﾄﾞが売られる展開｡英中銀ｽﾀｯﾌが､賃上げ方法に抗議し､50年ぶりにｽﾄﾗｲｷ(7月31日から4日間)に入ると決めたことや､英6月
製造業PMI(結果:54.3)が予想(56.3)を下回ったこと等も嫌気され1.2944まで下落し､1.2954ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは､1.1407ﾚﾍﾞﾙでｵｰ
ﾌﾟﾝ｡ﾏｸﾛﾝ仏大統領の議会演説を控え､一部ではﾛﾝｸﾞ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝの手仕舞いも意識される中､1.1362まで軟調に推移｡発表されたﾕｰﾛ圏6月
製造業PMI確報は57.4と予想(57.3)と概ね一致したため､材料視されなかった｡結局ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1364ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡

昨日の海外市場でのドル/円は円安方向を試す展開となり、5/17以来となる113円台に到達。昨日は米ＩＳＭが発表
する6月の製造業総合景況感指数が57.8と前月の54.9から大きく上昇し、2014年8月以来の水準となったことから、
米国10年債利回りが上昇。加えてダウ平均も日中の最高値を更新。これに歩調を合わせる形でドル/円も上昇し
113円台を突破。足許は113円台40銭付近での推移となっている。今週は5日公表のＦＯＭＣ議事録や7日発表の米
雇用統計など注目材料を控えていることに加え、本日は独立記念日で米国休日ということもあり、値動きの乏しい展

開を予想する。


